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【目的】近年の骨髄腫（MM）治療に関するガイドラインでは、自家末梢血幹細胞移植（auto-PBSCT）

は 65 歳未満の若年者に対する標準的治療に位置付けられている。しかし、本邦における MM に対

する auto-PBSCT の現状は明らかではない。そこで、auto-PBSCT を中心とした MM 治療の実態を明

らかにすることを目的とした。 

【方法】日本骨髄腫研究会会員を対象にアンケート調査を実施した。2001.1.1～2004.12.31 の 4

年間に新規に診療した MM を対象とし、症例数と auto-PBSCT を含む治療の実態を検討した。 

【結果】28 施設より回答を得た。症例数は 962 例で、auto-PBSCT の対象となる 65 歳未満の症候

性骨髄腫（IMWG 基準）は 318 例（33.1%）であった。このうち初回治療として auto-PBSCT が実施

された症例は 137 例（43.1%）であり、解析し得た 126 例の 3 年生存率は 74%、無進行生存率（PF

S）は 37%、早期死亡は 2 例（1.6%）であった。二回移植はのべ 49 回（自家 36 回、同種 13 回）

行われ、40 例で移植後サリドマイドが使用されていた。移植未実施（181 例）の理由としては、

患者自身の問題（70 例）のほか本人の希望（33 例）、施設の移植環境、施設の方針、採取不良な

どがあり、その場合、治療として VAD（82 例）、MP（35 例）などが行われていた。 

【結論】おおむねガイドラインに則った治療が行われていた。初回 auto-PBSCT は適応症例の 50%

以上に行われているが、PFS は必ずしも良好とは言えず、新しい治療戦略の開発が必要である。 
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